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各軸の固有値，寄与率，相関係数を表 1，各軸の特徴を図 1から図 4に示した。また，各属
性のサンプル得点平均を図 5に示した。
表 1　各軸の固有値，寄与率，累積寄与率，相関係数
固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
第1軸 0.1859 19.94％ 19.94％ 0.4311
第2軸 0.1483 15.91％ 35.85％ 0.3851
第3軸 0.1382 14.83％ 50.68％ 0.3718
第4軸 0.1276 13.69％ 64.37％ 0.3573















平均値 女子 男子 件数
グループ重視の軸（1軸） -0.09 0.19 -0.12 756
他者評価重視の軸（2軸） -0.16 0.03 -0.18 756
プライベート重視の軸（3軸） -0.01 -0.17 0.01 756
能力主義重視の軸（4軸） -0.01 -0.11 0.00 756
図 5　性別による対人意識の特徴（平均値）
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図 10 をみると，男女ともに教師に対して約 5割が「気楽に話ができる」と回答している。
同様の回答として法務教官の関係については，女子では 25.9％，男子では 26.9％という結果で
あった。続いて，「しっかりと相談を聞いてくれる」では，その傾向は逆転している。男女と
もに教師の関係では，女子 6.2％，男子 7.5％と 1割に満たない値であったが，法務教官との関










































































①親密重視傾向 ②能力主義的傾向 ③自省的傾向 ④空気重視傾向 ⑤現実努力傾向
萎縮対話型 38.9（63） 30.0（48） 70.4（114） 50.3（81） 64.8（103）
弛緩談話型 43.6（171） 36.7（141） 62.6（246） 31.5（123） 59.5（234）
畏怖面談型 49.1（26） 40.4（21） 60.4（32） 34.0（18） 62.3（33）
拒否会話型 57.0（69） 45.1（55） 37.7（46） 19.7（24） 36.6（45）
















































































































































• 資格取得（男子，20 歳・19 歳，1級）







































2020 年 11 月 16 日受理
性別 年齢 級 教師 法務教官
男子 18 1 気楽に話すけど本音ではない話ばかり 楽に話せて相談のアドバイスをくれる
男子 19 1 話しない，うっとうしい 仲が良い人とは仲が良い







男子 17 1 いじめていた 寮主任は今の心の支え
男子 18 2 相手にしない 一部の職員とは話できる
男子 19 1 友人みたいな関係 一般社会の関係
男子 17 1 そもそも学校に行っても帰らされた
特にどんな関係でもない。話しかけられ
たらそれに対して返事を返すくらいです
男子 18 2 ケンカの間柄 世話になっている
男子 18 2 無関心
担任や好きな先生は良いが，嫌いな先生
には会いたくない

